
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

第４期 
山都町男女共同参画計画 

令和８年度（2026） ▶ 令和 12 年度（2030） 

 

[ 概 要 版 ] 

 

令和８年３月 

熊本県山都町 
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一人ひとりが性別にかかわりなく、社会のあらゆる分野に参画し、自分らしく生きることができる男女共同

参画社会の実現は、社会全体で取り組むべき重要な課題となっています。 

近年は、国連の持続可能な開発目標（SDGs）や男女共同参画の国際的潮流を踏まえ、誰一人取り残さ

ない地域づくりの観点を一層重視しています。また、国では第６次男女共同参画基本計画策定作業が進め

られており（基本的考え方・素案公表）、働き方改革やジェンダー に基づく暴力根絶、防災・復興への参画

拡大等の重点事項が示されています。 

本町は中山間地域である地理的特性や、農林業・観光等の地域産業、集落コミュニティの力を活かしつ

つ、家事・育児・介護等の負担の偏在是正、地域意思決定への多様な参画、災害時の配慮の強化など、町

民の実情に根ざした施策を総合的に推進します。 

 

 

第４期山都町男女共同参画計画は、男女共同参画社会基本法第 14 条第３項に基づく「市町村男女共

同参画計画」と女性の職業生活における活躍の推進に関する法律第６条第２項に基づく「市町村女性活

躍推進計画」を一体的に策定したものとして位置づけるとともに、「ＤＶ対策基本計画」を本計画に包含し

たものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●計画期間は、令和８年度から令和 12 年度までの５年間とします。 

●ただし、国際社会の動向や社会状況の変化に対応し、適切な施策の推進を図るため、必要に応じ見直し

を行います。 

１ 計画策定の趣旨 

２ 計画の位置付け 

３ 計画の位置付け 
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【男女共同参画に関する意識について】 

男女の地位の平等感について、平等感が高いのは「学校教育の場」が 48.0％、次いで「職場」が

39.4％、「家庭生活」が 36.0％となっています。「政治の場」、「社会通念・習慣・しきたり」ではいずれも

『男性優遇』の割合が７割以上を占め、その傾向が顕著です。 

男女の平等な地位を実現するためには、男性、女性ともに相互の理解と協力を深め、これまでの慣習を

見直し、改善に向けた取り組みが求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【配偶者等からの暴力について】 

ＤＶの経験を相談したかについては、全体

では、「相談しなかった」の割合が６割と最も

高く、相談相手については、女性は「家族・親

戚」、「友人・知人」がいずれも２割、男性は、

「家族・親戚」が約３割となっています。 

相談しなかったことでＤＶがエスカレートす

ることもあるため、被害者が早期に相談でき

るよう、身近な相談窓口を増やし、その存在

を広く周知することが重要です。 

 

４ アンケート調査結果 
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①9.4%
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⑥13.1%

⑥30.0%

⑥10.3%

⑥13.9%

⑥7.1%

⑥11.1%

⑥19.9%

⑦1.9%

⑦5.8%

⑦7.9%

⑦5.6%

⑦5.1%

⑦4.3%

⑦3.6%

⑦3.4%

家庭生活では

職場では

学校教育の場では

政治の場では

法律や制度の上では

社会通念・習慣・しきたりでは

自治会や地域活動の場では

町全体でみた場合

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①男性の方が優遇されている ②どちらかといえば男性の方が優遇されている

③平等になっている ④どちらかといえば女性の方が優遇されている

⑤女性の方が優遇されている ⑥わからない

⑦無回答

①23.4%

①18.8%

①3.1%

①1.6%

①60.9%

①1.6%

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

家族・親戚

友人・知人

民間の専門家や専門機関

医療関係者（医師・看護師）

警察

公的機関の相談窓口

その他

相談しなかった

無回答

①今回調査(n=64)
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【基本理念】 

 

男女共同参画社会基本法では、男女共同参画社会を「男女が、社会の対等な構成員として、自らの意

思によって社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経

済的、社会的及び文化的利益を享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会」としています。 

山都町に暮らす一人ひとりが人権や平等についての正しい認識を持って、お互いを尊重し、性別に関わ

りなく、あらゆる分野でその個性と能力を発揮することができる男女共同参画社会の実現のため、家庭、地

域、職場等のあらゆる分野において意識啓発、人権教育をはじめとする社会環境の整備に努める必要があ

ります。 

男女共同参画社会の実現に向けた施策は、女性のためだけの施策ではなく、男性にとっても生きやすく

働きやすい社会の実現をめざす施策でなければなりません。 

本計画では、目指すべき将来像（基本理念）を「誰もが認める 男と女とがステキに生きる町」とし、男女

がともに協力し、自分らしく生きることのできる男女共同参画社会の実現をめざします。 

 

 

基本理念 

誰もが認める 

男
ひと

と女
ひと

とがステキに生きる町  

 

 

 

【基本方針】 

 

この計画は「誰もが認める 男と女とがステキに生きる町」の実現に向けて、次の４つの項目を基本方針

とします。 

 

●基本方針Ⅰ 人権を尊重した男女共同参画の意識づくり・地域づくり 

●基本方針Ⅱ  男女がともに安全で安心して暮らせる地域づくり 

●基本方針Ⅲ  男女がともに活躍する地域づくり（女性活躍推進計画） 

●基本方針Ⅳ  男女間の暴力のない地域づくり（ＤＶ被害者支援基本計画） 

  

５ 基本理念・基本方針 
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山都町が目指す男女共同参画の姿  

家庭

地域職場

住民一人ひとりの取り組みによる  

山都町男女共同参画社会の実現 

家族一人ひとりが互いを尊重し、家事、育児、介護な

ど生活の中で、協力し合うことができる家庭を目指す 

男女が共に働きやすく、その能力を十分に

発揮できる労働環境づくりを目指す 

誰もが主体的に地域活動やボランティア活

動などに参加し、地域の様々な課題の解決

に協力して取り組むことにより、元気 

で活力のある地域づくりを目指す 
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基本方針Ⅰ 人権を尊重した男女共同参画の
意識づくり・地域づくり  

主な取組 

生涯にわたる学習機会の充実 
男女が自らの意思で社会のあらゆる分野で参画できるよう多様化・高

度化した学習ニーズに対応する生涯を通じた学習機会を提供します。 

アンコンシャス・バイアスの
気づきと対話の定例化 

地域・学校・職場において、無意識の思い込みに気づく学習と、家庭内

の役割分担・地域役割の見直しにつながる対話機会を定例的に実施し

ます。 

保護者・地域と連動した学び
の推進 

PTA・地域団体と連携して短時間講座や教材の共有を行い、家庭・地域

ぐるみの理解定着を図ります。 

ＬＧＢＴ(性的少数者)等の理
解講座による啓発 

ＬＧＢＴ(性的少数者)等に関する正しい情報を提供し、当事者が偏見や

差別を受けることなく、だれもが自由に生き方を選択できる社会の実現

に努めます。 

地域で活躍できる女性の人材
育成及び発掘 

政策決定や意思決定の場に参画できる女性リーダーを育成するための

講座の情報提供等の支援に努めます。 

 

基本方針Ⅱ 男女がともに安全で安心して 
暮らせる地域づくり  

主な取組 

避難所等における配慮と安
全・安心の確保 

男女共同参画の視点での防災・復興対策を平常時から意識し、自治振

興区等と連携して研修会の実施や情報発信を行います。 

自主防災組織における女性の
参画促進 

会合や研修会での啓発を通し、自主防災の組織体制及び防災活動へ

の女性の参画を促進します。 

ライフコースアプローチに応
じた健康の保持及び推進 

生涯を通じ、健康や健康維持等を推進するため、健康診査・がん検診の

受診促進や健康教育等を推進します。 

リプロダクティブ・ヘルス／
ライツの学習 母子保健施策と連携し、相談体制を整えます。 

生活困窮者やひとり親家庭等
の生活及び自立支援の充実 

生活困窮者へのきめ細やかな相談体制を整備し、必要な情報を的確に

提供します。また、就労支援等を通して、ひとり親家庭等の生活の安定と

児童の福祉向上を図ります。 

６ 施策の展開 
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基本方針Ⅲ 男女がともに活躍する地域づく
り（女性活躍推進計画）  

主な取組 

男女共同参画に関する企業の
研修等への支援 

企業が男女共同参画に関する研修等を実施する際の協力・支援等を検

討します。 

労働施策総合推進法について
企業へ周知 

労働施策総合推進法に基づく、パワーハラスメント対策、セクシュアルハ

ラスメント等の防止対策について、企業に対して周知を図ります。 

自営業に従事する女性への支
援 

商工会等を通じて、女性は経営のパートナーであることを啓発し、女性の

活躍機会の拡大を目指します。家族経営における適正な労働時間や休

日の確保等、就業条件の整備について普及・啓発を図ります。 

リカレント教育の推進 

一人ひとりが自分の能力を充分に発揮できるよう、情報提供や相談体

制の整備を通じて、育児や介護等のために退職した女性の再就職等へ

のチャレンジを支援します。 

ワーク・ライフ・バランスの
推進 

仕事と生活の両立に向けた働き方の見直しを進めるため、広く意識の啓

発を図ります。また、男性の仕事中心意識の見直しに向けた啓発に努め

ます。 

 

 

基本方針Ⅳ 男女間の暴力のない地域づくり
（DV被害者支援基本計画）  

主な取組 

こころとからだのケアに関す
る講座等の実施 

パートナーと自分の関係を見直すきっかけづくりを目的とした、モラル・ハ

ラスメント等の精神的なＤＶを中心とした講座等を支援します。 

労働施策総合推進法について
企業へ周知 

労働施策総合推進法に基づく、パワーハラスメント対策、セクシュアルハ

ラスメント等の防止対策について、企業に対して周知を図ります。 

被害者の支援にかかる情報の
取り扱いへの留意 

ＤＶ防止法に基づき、配偶者からの暴力を受けている被害者および子ど

もについて、関係部署及び職員間の連携を図るうえで、情報漏洩等のな

いよう努めます。 

ＤＶ等に関する相談体制の充
実 

広報・町ホームページ等によるＤＶ等に関する情報の啓発に努め、ＤＶや

ハラスメントの専門相談機関の情報提供を行い、関係機関との連携を

図ります。 
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本計画は、行政だけでなく、学校・家庭・地域・関係団体・事業者等がそれぞれの役割を担い、連携・協働

して推進します。 

 

●住民、事業所、関係団体等との連携 

●山都町男⼥共同参画社会促進懇話会の開催 

●庁内組織の連携強化 

 

 

数値目標、施策目標について評価を行うとともに、各項目について関係課で取組状況を評価し、次年度

以降の施策に反映させます。特に中間年度の３年目には取組をまとめて評価します。 

 

●Plan（計画）：施策・事業を計画し、目標指標を設定します。 

●Do（実行）：計画に基づき施策・事業を実施します。 

●Check（点検）：実施状況・指標達成状況を点検します。 

●Act（改善）：課題を整理し、改善・見直しを行います。 
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